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陣痛発来および前期破水と潮位の関連性

境原三津夫、菊地美帆

抄 録

目的:地 球上のある地点にいる人に対する天体の影響 を力学的な観点から考える場合には、潮位をひ

とつの指標 とすることができる。潮位は天体の引力が作 り出す起潮力 にともない変化する。 したがっ

て、潮位の変化をみることにより天体の引力の変化 を推測することができる。潮位 と陣痛発来および

前期破水の関連性を検討 し、天体の引力が分娩開始に及ぼす影響 について考察する。

方法:2010年1月1日 から2010年12月31日 までの1年 間に、茨城県内のT病 院で陣痛発来後

に分娩に至った236症 例 と前期破水後に分娩に至った77症 例を対象 とした。これらの症例について

陣痛発来時の平均潮位 と当該年度の平均潮位の関係、前期破水時の平均潮位と当該年度の平均潮位の

関係、潮の満ち引きと陣痛発来数の関係、潮の満ち引きと前期破水数の関係を統計学的に検討 した。

結果:陣 痛発来時と当該年度の平均潮位の比較において、陣痛発来時の平均潮位は当該年度の平均潮

位より有意に高値であった(p=0.006)。 前期破水時と当該年度の平均潮位、潮の満ち引きと陣痛発来

数 潮の満ち引きと前期破水数の間には、関係を認めなかった。

考察:海 面の昇降は、起潮力に起因している。起潮力 とは、潮汐を起こす力のことで、月や太陽の引

力がその主な成因となっている。陣痛発来時の平均潮位が当該年度の平均潮位 より高いということ

は、陣痛発来が天体の引力の影響 を受けている可能性があることを示唆 している。
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Ｉ 諸言

分娩のメカニズムに関しては科学的に解明さ

れつつあるが、陣痛発来の機序は未だ明らかに

なっていない。このため、経験に基づ く種々の

言い伝えが数多 くある。古 くか ら 「分娩は夜間

に多い」 といわれ、 また 「満月や新月の ときに

多い」といわれてきた。 さらに 「台風の時には

破水が多い」ともいわれている。馬は満ち潮時

に多 く産まれるといわれており、また豚の分娩

開始は満潮時刻付近にやや多いという報告1)が

ある。気象や生活環境が、われわれの身体や精

神に及ぼす影響 を研究する学問分野を生気象学

というが、このような学問的観点か ら、分娩に

関する言い伝えを統計学的に検証 した研究報告

が国内外で数多 くみられる。一定のコンセンサ

スが得 られているものもあれば、未だ見解が対

立しているものもある。

月の満ち欠けと分娩の関係については、月齢

と陣痛発来や前期破水の関係について検討が数

多 く行われているが、関係を認めないという報

告2)が ある一方で、気圧との複合的な要因によ

り関係を認めるとするものもある3)。月の満ち

欠けを対象 とした研究では月齢を指標 としてい

る。月齢は月の満ち欠けの状態を知るための目
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安になる数字で、新月から何 日経過 したかを表

したものであり、これは月と太陽および地球の

位置関係を示 している。同じ月齢であっても地

球の自転にともない月や太陽か ら受ける力は一

日を通して変化 している。 したがって、地球上

のある地点にいる人に対する天体の引力の影響

を考える場合には、地球の自転という要素を加

えた起潮力を指標にする方が適 している。起潮

力は、主に月や太陽の引力が地球上の各地点で

異なることから発生する潮汐を起こす力のこと

である。潮汐は海面の昇降のことであ り、潮位

の変化をみることにより天体の引力の変化を推

測することが可能である。本研究では潮位と陣

痛発来および前期破水の関係を検討 し、天体の

引力がこれらに及ぼす影響について考察した。

Ⅱ対象 と方法

2010年1月1日 から2010年12月31日 まで

の1年 間に、茨城県のT病 院で陣痛発来後 に

分娩に至った236症 例 と前期破水後 に分娩 に

至った77症 例を対象 とした。これらはすべて

経膣分娩であり、正期産、単胎、頭位の症例で

ある。いずれの場合 も陣痛促進剤などの医療的

介入は行っていない。陣痛発来は、医療の介入

な く自然に陣痛が発来した場合(陣 痛が10分

間隔になった時点)を いい、また、前期破水は

医療の介入なく自然に前期破水(陣 痛発来前に

破水)を きたしたものを指している。

対象者の年齢は、17歳 から43歳 で、平均年

齢は29.7±5.0(means±SD)歳 である。また、

初産が173人 であり、経産が140人 である。分

娩週数は37週0日 から41週3日 であ り、平均

分娩週数は39.5±1.0(means±SD)週 である。

これらの症例について、陣痛発来時の平均潮位

と当該年度の平均潮位の関係、前期破水時の平

均潮位 と当該年度の平均潮位の関係、潮の満ち

引きと陣痛発来数の関係、潮の満ち引きと前期

破水数の関係を統計学的に検討した。陣痛発来

時刻 と前期破水時刻などのデータは助産録より

収集し、潮位に関するデータは気象庁のホーム

ページより収集した。潮位は病院の所在地より

約30km北 東に位置する福島県の小名浜観測所

のデータを使用 した。小名浜観測所の2010年

における年間の平均潮位は1342cmで あった。

今回の検討では、潮位が干潮から満潮へ向かう

状態を満ち潮(満 潮を含む)と し、また満潮か

ら干潮へ向かう状態を引き潮(干 潮を含む)と

し、それぞれ満ち潮群 と引き潮群 とした。統計

学的解析は、陣痛発来時および前期破水時の平

均潮位と当該年度の平均潮位の比較には1標 本

のt検 定を用い、潮の満ち引きと陣痛発来数お

よび前期破水数の関係にはピアソンの適合度の

検定を用いた。それぞれp<0.01を 有意差あ

りとした。

Ⅲ結 果

1.陣 痛 発 来 時 の平 均 潮 位 と当 該 年 度 の 平 均 潮

位 の比 較(Fig.1)

陣 痛 発 来 時 の 平 均 潮 位 は139.9±31.6

(means±SD)cmで あ り、 当 該 年 度 の 平 均 潮

位 は134.2(means)cmで あ っ た。 陣痛 発 来 時

の 平均 潮位 は 当該 年 度 の平 均 潮 位 と比 較 して有

意 に 高値 で あ っ た(p＝0.006)。

2.前 期 破 水 時 の 平 均 潮 位 と当 該 年 度 の平 均 潮

位 の比 較(Fig.2)

前 期 破 水 時 の 平 均 潮 位 は137.3±28.7

(means±SD)cmで あ り、 当 該 年 度 の 平 均 潮

位 は134.2(means)cmで あ っ た。 前 期 破 水 時

の 平均 潮 位 は 当該 年 度 の平 均 潮 位 と比 較 して高

値 で あ っ た が 、有 意 差 は認 め られ な か っ た(p

＝0.342)。

3.潮 の 満 ち引 き と陣 痛発 来 数 の 関係

満 ち 潮 群 の 自然 陣 痛 発 来 数 は105例 で あ り、

引 き潮 群 は95例 で あ っ た 。満 ち 潮 群 に や や 多

い 傾 向 に あ る が 有 意 差 は認 め られ な か っ た(p

＝0.152)。

4.潮 の 満 ち引 き と前期 破 水 数 の 関係

満 ち 潮 群 の 前 期 破 水 数 は22例 で あ り、 引
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き潮群は45例 であった。陣痛発来数 とは逆に

引き潮群に多い傾向にあるが有意差は認められ

なかった(p＝0.030)。

Ⅳ考察

満潮時刻 と分娩数の関係について、茨城県の

T病 院の890例 の分娩に関する報告があ る。

これによると、満潮の前後6時 間においてどの

Fig.1Comparisonbetweentheaverageofthetidallevelsatonsetof

laborandtheaveragetidalleveloverthewholeof2010

Fig.2ComparisonbetweentheaverageofthetidallevelsatPROMs

andtheaveragetidalleveloverthewholeof2010
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時間帯 も平均的に分娩がみられてお り、満潮時

刻 と分娩数 の間に関係 は認めない としてい

る4)。同様の検討が静岡県のS病 院の876例 の

分娩に関しても行われているが、満潮時刻と分

娩数の間に関係は認められなかった5)。いずれ

の病院も海岸近 くに立地 してお り、最寄 りの観

測所の潮位データを用いて検討を行っている。

また、愛媛県のM病 院において、4590例 の分

娩について潮汐ではなく、起潮力と分娩数の関

係を検討 した報告があるが、両者の間に関係を

認めていない。この報告では、満潮、干潮、満

ち潮、引 き潮それぞれの時期と分娩数の関係に

つ いて も検討 しているが関係 を認めていな

い6)。

このように潮汐あるいは起潮力と自然分娩数

を検討 した報告は散見されるが、これらはすべ

て分娩時刻が検討の対象 となっている。陣痛開

始から分娩に至るには、母体の娩出力、胎児の

大 きさ、産道の3要 素が関係 してお り、特に娩

出力の強弱は分娩時刻に大 きな影響を及ぼして

いる。 また、助産師による人的な介入も分娩時

間に影響を与える可能性がある。このため、分

娩時刻を対象 とした場合、純粋に自然現象を検

討 しているとはいえない。そこで今回の解析で

は、人的介入のない純粋な自然現象として陣痛

発来時刻および前期破水時刻を対象とした。そ

の結果、陣痛発来時の平均潮位は当該年度の平

均潮位 と比較 して有意に高値であった。

潮位 と陣痛発来数の関係 を検討 した報告で

は、潮の満ち引 きと陣痛発来数の問に関係を認

めないという報告がある。これは陣痛発来時に

おける潮の状態(満 ち潮 ・引 き潮)を 検討 した

ものであり、陣痛発来数は満ち潮 と引 き潮にお

いてほぼ同数であり、両者間に有意差を認めて

いない7)。また、潮位を天体の引力の指標 とし

て位置づけ、潮位 と陣痛発来の関係を検討 した

報告があるが、関係を認めなかったことから、

月が陣痛発来に与える影響について否定的な見

解 を述べている8)。

海面の昇降は、起潮力に起因している。起潮

力 とは、潮汐(海 面の昇降)を 起こす力のこと

で、月や太陽の引力がその主な成因となってい

る。太陽は質量が月より大 きいが、地球からの

距離が遠いため、その起潮力は月の約1/2で あ

る。また、月から受ける起潮力は重力の1千 万

分の1で あり、太陽から受ける起潮力と合わせ

ると小名浜観測所の場合は海面を200cm近 く

上昇 させる力 となる。実際の海面の昇降は起潮

力の変化か ら2～3時 間遅れるとされている。

海面の昇降は起潮力の他に、水温、塩分、気圧

の影響を受けているが、中でも気圧の影響は大

きく、気圧1hPa(ヘ クトパスカル)に 対 して水

位約lcmの 変動がある。気圧による潮位の変

化は起潮力 によるものに比較すると小さいが、

小名浜観測所の場合 は、年間の潮位の変化 は

200cm近 くになるのに対 して気圧 による潮位

の変化は理論上30cm程 度となる。

起潮力の成因は月と太陽の引力であるが、そ

の大 きさは月および太陽 と地球の位置関係 に

よって決まる。起潮力は月と太陽が1直 線上に

並んだときに最大 となり、地球を中心として月

と太陽が90度 の角度をなすときに最小になる。

つまり、満月や新月の時に最大 となり、半月の

時に最小 となる。また、満月であっても地球の

自転にともない起潮力を受ける方向が変化する

ので、起潮力が最大 となるのは月が南中した時

とその反対側にある時ということになる。満月

や新月の時に起潮力は最大になるが、半月の時

でも地球の自転にともなって観測地点が月に近

づいた時は、起潮力がある程度大 きくなるので

潮位も上昇する。陣痛発来時の平均潮位が当該

年度の平均潮位 と比較 して有意に高いという結

果は、天体の引力が、陣痛発来という自然現象

に何 らかの影響を及ぼしている可能性を示 して

いる。潮位の変化は、潮の流れ、海水の粘稠度、

気圧などの影響を受けており、分娩開始 という

未解明な現象を理解するためのひとつの要素を

提供したに過ぎないが、気圧などの気象データ
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と組み合わせて検討することにより、より生気

象学的なアプローチが可能になるものと思われ

る。

地球 と月の位置関係が起潮力に影響を与えて

いることを考えると、古 くか らいわれているよ

うな月の満ち欠けと分娩の間に関係性を見出す

ことができるか もしれない。月の満ち欠けと分

娩数の関係を検討 した報告では、満月期と新月

期、上弦期 と下弦期のそれぞれについて分娩数

を比較検討 した結果、そのいずれにおいても統

計学的に有意な差を認めていない9)。また、月

の満ち欠けと前期破水の頻度を比較した報告に

おいても、両者に統計学的な有意差を認めてい

ない10)。月の満 ち欠けと陣痛発来数の関係に

ついては、満月時に多い とするものがある11)

一方で、関係がないとするものもある12)。新月

時や満月時には起潮力が大きくなるので、今回

の結果に照 らせば陣痛発来数が増加傾向を示す

はずである。 しかしながら、前述 したように地

球の自転 にともない起潮力 も変化 しているた

め、月が観測地点の真上あるいはその反対側に

来た時は起潮力 も最大になるが、それ らが90

度の角度をなすときの起潮力は小 さくなる。月

齢ごとの比較では陣痛発来数において有意な差

を認めなくても、地球の自転による月と観測地

点との位置関係を要素に加えて分析すれば、古

くから言い伝えられている月と分娩 との間に何

らかの関係性を見出すことができるかもしれな

い。

潮位が高い時に陣痛発来が多 くなるメカニズ

ムは不明である。しかし、月が人体に及ぼす影

響を泌尿器科学の視点から検討 した研究報告で

は、尿管結石などの疾患に起因する腎疝痛発作

が満月の時期に多いという報告がある13)。こ

れによると地球の水分量が60%で あることと

人体の水分量が60%で あることを考え合わせ

ると、月が人体に影響を及ぼすとしてもおかし

くないと述べている。また、満月の時にてんか

ん発作による死亡数が増加するという報告があ

り、その要因として満月時には睡眠が障害され、

それが交感神経の亢進をきたすことをあげてい

る14)。この仮説に従 うと、満月の時(満 月が見

えているとき)は 起潮力 も大 きいと考えられ、

交感神経の亢進 と陣痛の発来が関係 している可

能性がある。新月の時に急性冠動脈疾患の発症

が増加するという報告 もあり、交感神経やホル

モンの観点からもさらなる研究の必要性が述べ

られている15)。

今後は、分娩開始のメカニズムを探るにあた

り、 自律神経システムやホルモンによる身体の

調節システムとの関係を検討してい くことが必

要である。

V結 語

分娩開始のメカニズムは医学が進んだ今 日で

も、十分に解明されるには至っていない。子宮

の容積、胎盤の老化など陣痛開始の トリガーと

考えられる要因はあげられているものの、一つ

の要因で説明ができるものではない。1か 月の

中でも分娩が集中する時期がい くつか存在 し、

そのことが月や天気との関係性で古 くから語 り

継がれてきた。分娩のスイッチが入る要因、 も

しくは子宮収縮の抑制を解除する要因が解明さ

れれば、分娩誘発において自然な陣痛をもたら

すことが可能になるので、今後 も自然環境 との

関係も含めて、研究を進めていくことが必要で

ある。
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The Tidal Level's Relationships to Onset of Labor 

   Premature Rupture of the Fetal Membranes

and

Mitsuo SAKAIHARA, Miho KIKUCHI

Abstract 

     The objective is to evaluate the tidal level's relationships to the onset of labor and the 

    premature rupture of the fetal membranes (PROMs) in pregnant women. This study is a 

    retrospective analysis of 313 spontaneous full-term deliveries over a one-year period at the 

    Department of Obstetrics and Gynecology, T Hospital, Ibaraki, Japan. The average of the 

    tidal level at onset of labor is significantly higher than the average tidal levels over the 

    whole of 2010 (p = 0.006). We did not find any significant relationship between the average 

    of the tidal level at PROMs and the average tidal levels over the whole of 2010, between the 

    number of the onset of labor and changes in the tide level, or between the number of 

    PROMs and changes in the tide level. We concluded that when the tidal level is high, the 

    onset of labor tends to occur more frequently. Therefore, we can presume that the 

    gravitational pull of the Moon influences the onset of labor in pregnant women on the 

    Earth.

Key words: onset of labor, premature rupture of the membrane, tidal level, change in the 

tide level

Faculty of Nursing, Niigata College of Nursing 

240 Shinnan-cho, Joetsu 943-0147, Japan 

TEL: + 81-25-526-2811, FAX: + 81-25-526-2815 

E-mail  msaka@niigata-cn.ac.jp


